
港内見学では、防波堤や岸壁などの港湾施設

 

を見ながら説明

みなとの資料コーナーにおいて、各種資料や

 

模型などを使用して具体的に解説

「教材づくりのポイント」を説明する連盟の先生

７月３０日（月）小樽港湾事務所で昨年に続き

 

２回目となる札幌市社会科教育連盟（以下「連

 

盟」）による夏の研修会が開催されました。
これは札幌市社会科副読本「わたしたちの札

 

幌

 

４年上」に、平成２３年度から日本初の外洋

 

防波堤である小樽港北防波堤が掲載されたこ

 

とから、札幌市内の小学校の先生が内容をより

 

深く学習することを目的として行われました。定

 

員２０名で募集されたところ、早々と定員に達し

 

たそうで、先生達に注目されている研修のよう

 

です。
当日は、はじめに当部職員が座学を行い、次

 

に連盟が教材づくりのポイントを説明しました。



北海道遺産「小樽港北防波堤」を撮影する先生

積雪寒冷地に適応した日本初のタイヤマウント式の
コンテナクレーン

札幌市社会科副読本４年生に
掲載されています

北防波堤のおかげで港内は波もなく、ゆっくりと見学できました

水深１３ｍもある岸壁に停泊している貨物船

日本一大きな豪華客船「飛鳥Ⅱ」が停泊

北防波堤工事中

コンテナクレーン

小樽港について詳しくはコチラ

次に資料コーナーと港内見学に別れ、交代で

 

港湾業務艇に乗船し、北防波堤などを見学しまし

 

た。船上では先生達が、当部職員の説明を聞き

 

ながら記録撮影を盛んに行っていました。
物流基地「港」の役割とともに「小樽港北防波

 

堤」について、子ども達にわかりやすく教えるお

 

手伝いが出来たと思います。

斜塊構造が見える

北防波堤拡大

http://www.ot.hkd.mlit.go.jp/d4/kouwan_ota.html
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